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ロジスティクスの主要な解決課題と、対応する OR 手法の研究開発テ マー
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- 17 - 
ゞ⸘↹䈫ㅢㆊဳ㈩ㅍ䉶䊮䉺䊷䈱ᵴ↪䉇䇮ኾ↪ゞਔ䈻䈱䈐䉄⚦䈎䈭᷷ᐲᏪ೎䈱㈩ㅍ䉴䉬䉳䊠䊷䊥䊮
䉫䉕⚵䉂ว䉒䈞䈢䇯䈖䉏䈮䉋䈦䈩䇮1974ᐕ䈱䉮䊮䊎䊆䉣䊮䉴䉴䊃䉝⊒⿷ᤨ䈮䈲 1ᣣ 1ᐫ⥩䈅䈢䉍 70









































㩷 ࿑⴫䋷㩷 䊨䉳䉴䊁䉞䉪䉴䈱ਥⷐ䈭⸃᳿⺖㗴䈫䇮ኻᔕ䈜䉎 ORᚻᴺ䈱⎇ⓥ㐿⊒䊁䊷䊙 15 
㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 䋨⑼ቇᛛⴚേะ⎇ⓥ䉶䊮䉺䊷䈮䈩૞ᚑ䋩 
 
㩷 㩷 ࿑⴫䋷䈲╙ 3┨䈪ㅀ䈼䈢⸃᳿⺖㗴䈱ਛ䈪․䈮㊀ⷐ䈭䋵䈧䈱䊁䊷䊙䈫䇮䈠䉏䉌䈮ኻᔕ䈜䉎ORᚻ 
ᴺ䈱⎇ⓥ㐿⊒䊁䊷䊙䉕䉁䈫䉄䈢䉅䈱䈪䈅䉎䇯వ䈮ㅀ䈼䈢䉋䈉䈮䇮੹ᣣ䈱䊨䉳䉴䊁䉞䉪䉴䈏⋥㕙䈜䉎ⶄ




































































科 学 技 術 動 向　2008年 10月号
4
 ライフサイエンス分野	 TOPICS	 Life Science
トピックス 1　難病患者細胞からの iPS 細胞の作製
　iPS 細胞作製技術の登場により、多能性幹細胞の応用可能性が再注目されている。最近米国ハー






1)　 Park, I.-H., et al., "Disease-Specific Induced Pluripotent Stem Cells" Cell Vol.134, 877-886 (2008)
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　2008 年 8 月 28 日、米国エネルギー省（DOE）は、
米国、オーストラリア、アイスランドが「地熱技術
国際パートナーシップ（International Partnership 




















































 エネルギー分野	 TOPICS	 Energy 
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 フロンティア分野	 TOPICS	 Frontier
トピックス 4　親ウナギが産卵場で初めて発見される
　2008 年 9 月 22 日、ニホンウナギの親魚がグアム西方の太平洋で捕獲されたことを、水産庁と
（独）水産総合研究センターが発表した。親ウナギが産卵海域で発見されたのは世界で初めてである。






1)　水産庁：水産庁漁業調査船開洋丸によるニホンウナギの産卵生態調査の結果について、2008 年 9 月 22 日
2)　張成年：産卵海域でウナギの捕獲に成功！、日本水産学会誌、Vol.74、No.6、2008 年








































































































































immunodeficiency virus：HIV）による疾病であり、世界中で 3,000 万人以上が感染（2007
年推定）、我が国においては薬害としても問題になっている。後者はヒトパピローマウイ
ルス（human papilloma virus：HPV）により引き起こされ、子宮頸がんのみならず、世
界中で診断されるがんの 5% 以上は HPV の持続感染によるものとされている。3 氏はこ
れら病原ウイルスを発見し、後の病原性解明、診断法や治療法の開発に貢献した業績が
評価された。
　Hausen 氏は、ヒトの子宮頸がん組織に特定の型の HPV ゲノムが高率に存在すること
を初めて突き止め、その成果は 1983 年に ｢ 異なる地域から採取した生検サンプルにおけ
る、子宮頸がんからのパピローマウイルス DNA と有病率 (A papillomavirus DNA from 
a cervical carcinoma and its prevalence in cancer biopsy samples from different 
geographic regions)｣ の論文で報告した (Proc.Natl.Acad.Sci.USA　1983,80:3812-5)。
　一方、Sinoussi 氏と Montagnier 氏は、後天性免疫不全症候群を呈した患者から原
因ウイルスを分離、LAV（Lymphadenopathy-associated virus）と命名し、1983 年
の Science 誌に「後天性免疫不全症候群のリスクを有する患者からの T 細胞親和性レト
ロウイルスの分離 (Isolation of a T-lymphotropic retrovirus from a patient at risk for 
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とを発見した (Axial Vector Current Conservation in Weak Interaction, Phys. Rev. Lett. 
4, 1960, 380)。これを、南部・Jona-Lasinio モデルとして発展させ (Dynamical Model of 
Elementary Particles Based on an Analogy with Superconductivity. I”, Phys. Rev. 122, 





間反転と同時に荷電反転する CP 対称性は保存すると考えられていた。しかし、1964 年
に、K 中間子崩壊での CP 対称性の破れが観測され、新たな理論が必要となった。小林氏・
益 川 氏 の 論 文 (CP Violation in the Renormalizable Theory of Weak Interactions, Prog. 
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　左より、第 1 世代、第 2 世代、第 3 世代と呼ばれるが、第 2 世代までの 4 種類だけでは、
自由度が足りず CP 対称性は破れない。小林氏・益川氏は、第 2 世代までのクォークを混
合するという Cabibbo のアイデアを拡張し、d , s , b を混合する 3 行 3 列の行列を考えた。
そして第3世代のクォークが存在する時にCP対称性が破れることを示した。これは同時に、







Roger Y. Tsien （米）：カリフォルニア大学
受賞理由
「緑色蛍光タンパク質（Green fluorescent protein, GFP）の発見と開発」に対して
　生命科学研究において、生体を構成する細胞や分子の動態をリアルタイムで解析する
ことは極めて重要である。動態を連続的に測定し、正確に描写する有効なツールの一つ




緑色に光ることを発見した。その成果は 1962 年に ｢ オワンクラゲという発光クラゲか
らの生物発光タンパク質、イクオリンの抽出・精製と性質 (Extraction, purification and 
properties of aequorin, a bioluminescent protein from the luminous hydromedusan, 
Aequorea)｣ という論文で報告した (J.Cell.Comp.Physiol.1962,59:223-39)。
　一方、Chalfie 氏は、GFP を使って線虫などの細胞をラベルし、GFP が種々の生物
学的な現象を解析する上で有用なツールであることを示した。それらの研究成果の一部
は「遺伝子発現マーカーとしての緑色蛍光タンパク質 (Green fluorescent protein as a 
marker for gene expression)」（Science 1994,263:802-5）の論文で報告した。
　また Tsien 氏は、GFP が発光するメカニズムを解明するとともに、GFP を変異させ
ることによって新たな発光タンパク質を開発した（改変型 GFP）。その研究成果の一部は
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ロジスティクス高度化へのオペレーションズ・リサーチの役割
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し 20％の CO2 削減を実現した事

































































































































































































































CH3 お よ び N2O に つ い て は
1990 年度、代替フロン等 3 ガス




13 億 4,000 万トン（CO2 換算）で
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議 会（Council on Competitiveness）
国 家 イ ノ ベ ー シ ョ ン・ イ ニ シ
ア テ ィ ブ 最 終 報 告「Innovate 
America ：Thriving in a World 






















































































































































には 1 日 1 店舗あたり 70 台、2
年後でも 42 台であった配送便数
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図表 7　ロジスティクスの主要な解決課題と、対応する OR 手法の研究開発テ マー
科学技術動向研究センターにて作成











































































































































13)　“Supply Chain 2020 Project 
Working Paper、A review of 
the Leading Opinions on the 
Future of  Supply Chains”, 
Dec.2004
14)　 Allan Woodburn,“An Investigation 
of  Conta iner Tra in Service 
科 学 技 術 動 向　2008年 10月号
24
Provision and Load Factors In 
















18) 　D . S i m c h i - L e v i ,“ A  N e w 
A p p r o a c h  f o r  I n v e n t o r y 
P l a n n i n g ”, P r e s e n t a t i o n , 
CLM2004(2004)
19)　J. Shapiro, T. Dudas “Building 
t he  O p t i m a l  L og i s t i c s  & 
Distribution Network Strategy” 
Presentation, CLM2004(2004)
20)　Irina Harris, Mohamed Naim 
and Dr. Christine Mumford,”
A Review of Infrastructure 
Modeling for Green Logistics”, 
Cardiff University（2007）
21)　J. QuariguasiFrota Neto, J.M. 
Bloemhof-Ruwaard, J.A.E.E. 
van  Nunen  and  H .W.G . M . 
van Heck “Designing and 
E v a lu a t i n g  S u s t a i n a b l e 
L o g i s t i c s  N e t w o r k s ”, 
Erasmus Research Institute of 
Management (ERIM)（2006）
22)　A.Sbihi ,  R .W. Egl ese “The 
Relationship between Vehicle 
Routing & Scheduling and 
Green Logistics-, A Literature 
Survey”, Lancaster University 
Management School(2007)
23)　J ulie Paquett ,“The Supply 











26)　Yuji Yano, Katsuhiko Hayashi,,”
Ty p o l o g y  o f  E f f o r t s  by 
J a p a n e s e  C o m p a n i e s  t o 
Address  Log ist ics -related 







28)　Supply Chain Council, “Supply 
Chain Operation Reference 
Model V.9.0”(2008)
29)　M.Nagarajan, G.Sosic, “Game-
theoric Analysis of Cooperation 
Among Supply Chain Agents: 
Rev iew and  Extens ions”, 




31)　National Innovation Initiative 
a n d  Su m m i t  a n d  Rep o r t
“Innovate America-thriving in a 
world of challenge and change”



















38)　Jake Barr John Dischinger “The 
Emerging Need for Supply 
Chain Talent : Working to fill 
the gap…”Supply-Chain World 
2008, Supply Chain Council 
(2008)
39)　D.Aquino and L.Draper, “Supply 






42)　Supply  Cha in  & Log ist ics 
Institute：http://www.tli.gatech.
edu/research/china/
「TLI-Asia Pacific Program 

















25Science & Technology Trends  October  2008
地震予知研究の動向と問題点






















めやらぬ 6 月 14 日、今度は、我が
国で岩手・宮城内陸地震 (M7.2) が
起こり、20 人を超える犠牲者が出















1995 年 1 月 17 日の阪神・淡路大

























































科 学 技 術 動 向　2008年 10月号
26
参考文献 3）を基に科学技術動向研究センターにて作成（最近のデータを追加）









平均して年に 0.1 個、M7 で 1 個、
M6 は 10 個、とマグニチュードが













































1900　　宮城県北部 (M7.0)          17
1901　　八戸沖 (M7.2)                18
1905　　芸予 (M7.3)                   11
1909　　江濃 (M6.8)                   41
1911　　喜界島 (M8.0)                12
1914　　秋田仙北 (M7.1)             94
1914　　桜島 (M7.1)                   35
1922　　千々石湾 (M6.9)             26
1923　　関東 (M7.9)            142,807
1924　　丹沢 (M7.3)                   19
1925　　北但馬 (M6.8)              428
1927　　北丹後 (M7.3)            2,925
1930　　北伊豆 (M7.3)              272
1931　　西埼玉 (M6.9)                16
1933　　三陸 (M8.1)               3,064
1939　　男鹿 (M6.8)                   27
1940　　神威岬沖 (M7.5)             10
1943　　鳥取 (M7.2)                1,083
1944　　東南海 (M7.9)             1,223
1945　　三河 (M6.8)                2,306
1946　　南海 (M8.0)                1,330
1948　　福井 (M7.1)                3,769
1949　　今市 (M6.4)                    10
1952　　十勝沖 (M8.2)                 28
1964　　新潟 (M7.5)                    26
1968　　十勝沖 (M7.9)                 52
1974　　伊豆半島沖 (M6.9)           30
1978　　伊豆大島近海 (M7.0)        25
1978　　宮城県沖 (M7.4)              28
1983　　日本海中部 (M7.7)          104
1984　　長野県西部 (M6.8)           29
1993　　北海道南西沖 (M7.8)      202
1995　　兵庫県南部 (M7.3)       6,437
2004　　中越 (M6.8)                    68
2007　　中越沖 (M6.8)                 15
2008　　岩手・宮城内陸 (M7.2)     23
大きな被害地震（死者・不明10人以上）









































































































































































































of Planetary Monitoring and 
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Hi-net を中心に約 1000 点 )、強
震動観測網（同 K-net を含めて約
7000 点 )、広帯域地震計観測網










































































































































































































































































の活断層（178 個）。欄外黒星は最近 5 年間に実際発生した活断層地震
のマグニチュード。












































起きたケースは、2008 年 10 月 8







　まず、2003 年 9 月十勝沖地震








内、2003 年 5 月宮城県沖地震と
2008 年 7 月岩手県中部地震は太
平洋プレート内の地震として、ま



























今後 30 年以内に震度 6 弱以上の地震動が起きる確率の分布図
（原図は http://www.j-shis.bosai.go.jp/）。白十字は、最近 5 年
間に実際に震度 6 弱以上が発生した場所。
出典：参考文献 20）を基に科学技術動向研究センターにて作成



























































                        ᗐቯM  ⊒↢⏕₸ 
       (%/30 years) 
2003ᐕ 5᦬ ችၔ⋵ᴒ࿾㔡  M7.1  㧙 0.2㨪0.5   (ࡊ࡟࡯࠻ౝ࿾㔡) 
2003ᐕ 7᦬ ችၔ⋵ർㇱ࿾㔡  M6.4 M7.1 0.082    (ᣩጊ᠌ᦛᏪ)  
2003ᐕ 9᦬ චൎᴒ࿾㔡  M8.0 M8.1 60    (ࡊ࡟࡯࠻㑆࿾㔡)     
2004ᐕ 10᦬ ਛ⿧࿾㔡  M6.8 M7.1 0.79    (౐ᣣ↸ᢿጀᏪ)   
2005ᐕ 3᦬ ⑔ጟ⋵ർ⷏ᴒ࿾㔡 M7.0 㧙 0.05      (ᴪጯၞᵴᢿጀ) 
2005ᐕ 8᦬ ችၔ⋵ᴒ࿾㔡  M7.2 Mw7.4 98    (ࡊ࡟࡯࠻㑆࿾㔡)  
2007ᐕ 3᦬ ⢻⊓ඨፉᴒ࿾㔡  M6.9 㧙 0.02㨪0.05 (ᴪጯၞᵴᢿጀ) 
2007ᐕ 7᦬ ਛ⿧ᴒ࿾㔡  M6.8 㧙 0.2    (ᴪጯၞᵴᢿጀ)  
2008ᐕ 6᦬ ጤᚻ࡮ችၔౝ㒽࿾㔡 M7.2 㧙 0.1㨪0.2   (࿾⾰ᢿጀ) 




































































































10 年をかけて全国で 2000 の活断
層を拾い出すとの方針を発表した
















図表 8　最近 5 年間に震度 6 弱以上を起こした地震











































































































































































































































































































































































発生の 30 年確率は 87％（参考
値）とされている 19)。これは、室




政東海地震 (1854 年 )、前々回の







































































































　2008 年 5 月 8 日、茨城県沖に
M7.0 の地震が発生した。ここでは
1896 年の歴史地震を初めとして今
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